
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⋯
　
平
成
20
年
度
決
算
　
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

○
一
般
会
計

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

◎
老
人
保
健
特
別
会
計

○
介
護
保
険
特
別
会
計

○
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計

◎
下
水
道
事
業
特
別
会
計

○
水
道
事
業
会
計

以
上
、
認
定

⋯
　
平
成
21
年
度
補
正
予
算
　
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

◎
一
般
会
計
︵
第
５
号
︶

◎
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
︵
第
２
号
︶

◎
老
人
保
健
特
別
会
計
︵
第
１
号
︶

◎
介
護
保
険
特
別
会
計
︵
第
１
号
︶

○
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
︵
第
１
号
︶

◎
下
水
道
事
業
特
別
会
計
︵
第
１
号
︶

⋯
　
条
例
の
制
定
　
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

○
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の

利
用
に
関
す
る
条
例

⋯
　
条
例
の
一
部
改
正
　
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

◎
国
民
健
康
保
険
条
例

以
上
、
可
決

⋯
　
そ
の
他
　
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

◎
道
路
線
の
認
定
︵
３
件
︶　
　
　
　
　
　
可
決

◎
専
決
処
分
の
承
認
︵
２
件
︶　
　
　
　
　
承
認

⋯
　
動
議
　
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

・
大
井
プ
ー
ル
事
故
の
調
査
に
関
す
る
　
　

否
決

⋯
　
意
見
書
　
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

◎
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
に
対
す
る
国
の

財
政
支
援
を
求
め
る

◎
生
活
保
護
に
お
け
る
﹁
母
子
加
算
﹂
の
復
活
を

求
め
る

○
地
方
自
治
の
継
続
性
を
守
る
た
め
の
予
算
執

行
を
求
め
る

以
上
、
可
決

・
所
得
税
法
第
56
条
の
廃
止
を
求
め
る

・
八
ッ
場
ダ
ム
の
建
設
中
止
を
求
め
る

・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止
を
求
め
る

・﹁
非
核
日
本
宣
言
﹂
を
求
め
る

・
消
費
税
の
税
率
引
き
上
げ
を
行
わ
な
い
こ
と

を
求
め
る

以
上
、
否
決

　
◎
全
員
賛
成
　
○
賛
成
多
数

提
出
議
案
と

審
議
結
果
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問
　
普
通
交
付
税
︵
一
本
算
定
︶
と

合
併
算
定
替
え
に
よ
る
交
付
額
の

差
額
と
目
的
は
。

答
　﹁
合
併
算
定
替
え
﹂
は
、
合
併

市
町
村
に
特
例
措
置
と
し
て
、
普

通
交
付
税
の
合
算
額
を
一
定
期
間

普
通
交
付
税
の
交
付
額
に
つ
い
て
は

　
自
民
ク
ラ
ブ

日
本
共
産
党

経
済
危
機
の
影
響
を
ど
う
と
ら
え
て
い
る
か

問
　
市
民
生
活
に
与
え
る
世
界
経

済
危
機
の
影
響
は
ど
の
よ
う
に
あ

ら
わ
れ
て
い
る
か
。

答
　
雇
用
状
況
は
引
き
続
き
悪
化

し
て
い
ま
す
。
七
月
の
全
国
の
求

人
倍
率
は
〇
・
四
二
倍
、
川
越
管

内
で
は
〇
・
二
九
倍
と
な
っ
て
い

ま
す
。

問
　
一
般
会
計
補
正
予
算
︵
地
域

全
額
保
証
さ
れ
る
制
度
で
す
。
本

市
の
場
合
は
十
年
間
交
付
さ
れ
ま

す
。
そ
の
後
の
五
年
間
は
段
階
的

に
縮
小
さ
れ
ま
す
が
、
措
置
さ
れ

ま
す
。﹁
差
額
﹂
は
平
成
十
八
年
度

か
ら
平
成
二
十
一
年
度
ま
で
の
四

年
間
で
二
九
億
四
、
五
四
八
万
円

で
す
。﹁
目
的
﹂
は
合
併
後
の
人
口

規
模
に
見
合
っ
た
財
政
運
営
を
構

築
す
る
た
め
の
支
援
に
あ
り
ま
す
。

問
　
地
方
交
付
税
は
、
地
方
分
権

の
進
展
な
ど
で
見
直
し
が
進
め
ら

れ
て
い
る
が
、
今
後
の
財
政
運
営

に
つ
い
て
は
。

答
　
合
併
算
定
替
え
の
適
用
が
縮

小
さ
れ
る
平
成
二
十
八
年
度
を
め

ど
に
、
歳
入
等
を
考
慮
し
、
身
の

丈
に
合
っ
た
市
政
運
営
に
取
り
組

む
べ
き
と
考
え
ま
す
。

問
　
経
常
収
支
比
率
低
下
の

要
因
と
今
後
は
。

答
　
物
件
費
に
充
当
し
た
経

常
一
般
財
源
額
は
縮
小
し
ま

し
た
が
、
依
然
と
し
て
三
六

億
二
、
六
〇
〇
万
円
と
な
っ

て
お
り
、
人
件
費
に
次
い
で

大
き
な
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
行
政
評
価
制
度
を
活

用
し
、
経
常
経
費
の
縮
減
に

努
め
ま
す
。

活
性
化
・
経
済
危
機
対
策
臨
時
交

付
金
︶
の
具
体
的
事
業
決
定
の
方

針
は
何
か
。

答
　
経
済
対
策
に
積
極
的
に
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
国
が

措
置
し
た
も
の
で
、
地
域
経
済
の

活
性
化
に
役
立
つ
事
業
を
視
点
に

取
り
入
れ
ま
し
た
。

問
　
補
正
の
消
費
生
活
相
談
業
務

の
事
業
は
何
か
。

答
　
相
談
専
用
電
話
回
線
を
一
か

ら
二
回
線
に
増
設
、
ま
た
生
活
相

談
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
ま

す
。

問
　
住
宅
手
当
緊
急
特
別
措

置
事
業
の
失
業
の
規
定
と
対

象
者
は
。

答
　
雇
用
と
住
居
を
失
っ
た

方
に
対
す
る
支
援
策
で
、
派

遣
労
働
者
の
雇
い
止
め
な
ど

に
よ
り
住
居
を
喪
失
し
た
人

に
対
す
る
新
た
な
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
で
す
。
対
象

は
日
雇
い
労
働
者
、
ホ
ー
ム

レ
ス
、
自
営
業
を
廃
業
し
た

方
な
ど
で
す
。
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女
性
特
有
の
が
ん
検
診
推
進
事
業
の
そ
の
後
は
　
公
明
党

緊
急
補
正
、
来
年
度
予
算
へ
の
影
響
は

正
翔
会

問
　
私
た
ち
は
﹁
が
ん
対
策
基
本

法
﹂
を
制
定
し
、
受
診
率
五
〇
％

以
上
を
目
標
に
掲
げ
て
き
た
。﹁
女

性
特
有
の
が
ん
検
診
推
進
事
業
﹂

も
多
く
の
女
性
の
命
を
守
る
重
要

性
か
ら
﹁
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
発
行
﹂

の
実
現
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。

今
後
の
予
定
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
八
月
下
旬
に
対
象
者
合
計
六

二
九
五
人
に
ク
ー
ポ
ン
券
を
郵
送

し
ま
し
た
。
有
効
期
限
は
九
月
一

日
か
ら
平
成
二
十
二
年
二
月
二
十

問
　
今
回
の
補
正
予
算

は
、
主
に
地
域
活
性
化
・
経

済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金

対
象
事
業
と
い
う
こ
と
で

編
成
さ
れ
て
い
る
が
、
行

政
の
継
続
性
か
ら
考
え
て

国
庫
支
出
金
と
一
般
財
源

と
の
関
係
に
お
い
て
、
来

年
度
予
算
の
編
成
を
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。

八
日
ま
で
で
す
。
乳
が
ん
検
診
は

集
団
検
診
を
十
日
間
追
加
し
、
子

宮
頸
が
ん
検
診
は
指
定
医
療
機
関

で
の
個
別
検
診
に
な
り
ま
す
。
既

に
受
診
し
自
己
負
担
が
発
生
し
た

方
に
は
、
償
還
払
い
を
し
ま
す
。

問
　
県
緊
急
雇
用
創
出
基
金
の
市

道
側
溝
清
掃
業
務
は
、
近
年
の
ゲ

リ
ラ
豪
雨
の
被
害
減
少
に
も
有
効

と
考
え
る
。
継
続
の
有
無
は
。

答
　
同
業
務
は
受
託
業
者
が
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
市
内
居

住
者
を
優
先
に
雇
用
し
ま
す
。
次

年
度
以
降
も
制
度
を
活
用
し
た
い
。

問
　
経
常
収
支
比
率
は
依
然
と
し

て
高
い
が
、
改
善
策
は
。

答
　
経
常
経
費
に
充
当
し
た
一
般

財
源
額
が
、
人
件
費
の
ほ
か
物
件

費
と
も
約
三
六
億
円
と
、
大
き
な

額
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
物

件
費
を
中
心
に
経
常
経
費
の
縮
減

に
努
め
ま
す
。

地域活性化・経済危機対策臨時交付金で行なわれた側溝の掃除　

答
　
交
付
金
対
象
事
業
は
十
六
事

業
で
総
額
約
四
億
一
八
八
万
円
、

そ
の
う
ち
国
庫
補
助
金
が
三
億

五
、
四
〇
〇
万
円
で
、
一
般
財
源

と
し
て
約
四
、
七
〇
〇
万
円
を
投

入
し
て
い
ま
す
。
継
続
性
の
問
題

で
す
が
、
今
回
の
臨
時
交
付
金
は

単
年
度
事
業
と
い
う
色
合
い
が
濃

い
よ
う
で
す
。
来
年
度
以
降
こ
の

よ
う
な
制
度
が
あ
る
か
ど
う
か
に

よ
っ
て
変
わ
っ
て
き
ま
す
が
、
あ

れ
ば
当
然
利
用
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
平
成
二
十
年
度
一
般
会
計
決

算
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
年
度
財

政
の
健
全
化
判
断
比
率
を
踏
ま

え
、
ど
う
判
断
し
、
来
年
度
予
算

に
ど
う
反
映
さ
せ
て
い
く
の
か
。

答
　
国
の
示
す
健
全
化
判
断
比
率

の
基
準
か
ら
は
低
く
な
っ
て
お

り
、
そ
の
範
囲
内
に
お
さ
ま
っ
て

い
る
状
況
で
す
。

　
来
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て

は
、
今
回
経
常
収
支
比
率
が
一
・
七

ポ
イ
ン
ト
下
が
っ
て
い
ま
す
が
、

今
後
に
お
い
て
も
経
常
経
費
の
縮

小
は
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
を
予
算

の
中
で
考
え
て
い
き
た
い
。


